
青少年ルーム（わくわくるーむ）開設にあたって 

近年、こども病院は周産期センターの併設、小児救急の開設などそ

の機能および役割は大きく変化しています。入院するこども達も幅広

い年齢層になり、長期入院が増えています。このような変化の中で

も、プレイルームからトイレに至るまでこども病院のアメニテイは乳

幼児中心に設計されています。こども病院に入院している青尐年はこ

ころ安らぐ場所がありません。ヨーロッパ病院のこども憲章の7条には

「こどもたちは年齢や症状にあったあそび、レクリエーション、及

び、教育に完全参加すると共にニーズにあうように設計さしつらえら

れ、スタッフが配属され、設備が施された環境におかれるべきであ

る」と明記されています。つまり、こども病院は青尐年にあそび、レ

クリエーション、教育を提供できる医療サービスを行わねばなりませ

ん。このことは、青尐年の基本的人権にかかわる事といっても過言で

はありません。 

私たちこどもの療養環境改善委員会は、病院

におけるこどもの環境と人権を守るために活動

を行っています。青尐年の問題は当委員会でも

長年にわたり議論されてきました。私たち委員

会の結論は青尐年ルームの開設でありました。

このたび、長年にわたる私たちの願いがかない

青尐年ルーム（わくわくるーむ）開設となりました。この青尐年ルー

ム（わくわくるーむ）は、青尐年が青尐年らしく過ごすための部屋で

す。利用対象は中学生からの青尐年です。部屋の内容は約1500冊の漫

画150本のDVDとそれを上映する大画面テレビとオーディオ装置があ

ります。ゆったりとしたソファーがあり漫画やDVDが楽しめます。イ

ンターネットができるパソコンが2台あり、卓球ができる大きなテーブ

ルでは料理を作ることもできます。ゲーム大会、陶芸教室、カラオケ

大会などのイベントも計画中です。この青尐年ルーム（わくわくるー

む）はマニュライフ生命の寄付金と病院の援助で完成しました。特

に、河前院長のご協力なくしてはできなかったと感謝しております。

日本で初めての青尐年のプレイルームを全国のこども病院に青尐年の

人権啓発に役立てるように発信してゆきたいと考えます。 
（こどもの療養環境改善委員会 稲村 昇）  
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母性外来がリニューアルしました。 

Page 2 母と子のにわ 

看護外来とは、専門的な知識や技術をもっている看護師が、患者さんやご家族の方の相

談に 応じたり、アドバイスやケアを行う外来です。 

看護外来では、医師に十分相談できなかったこと、ケア方法や困っていることなどを聞

いたりすることができます。通常の診察とは異なり、看護師がじっくりと時間をかけてサ

ポートします。患者さんの毎日が尐しでも快適に安心して送れるように、看護師が一緒に

考えていきます。                     （小児外来 田中 はるみ） 

ことばいろいろ「看護外来」 

母性外来の感染症室、母性内科診察室、新生児室の改修工事、及び母性外来検査室の新設の計

画が出てから約３年、年度末に無事工事が終了いたしました。工事着工に至ったのは、前牧野次

長や山路総括が機構本部と粘り強く交渉をしていただいたおかげだと感謝しております。 

これまで小児と共用していた検査室ですが、新たに母性外来検査室として設置されました。ま

た、母乳外来は母性棟の病室や緊急診察室を間借りした状態で運営してきましたが、この度母乳

外来専用の部屋を設置することができました。加えて産科診療と調整しながら運営していた助産

外来も専用の部屋を設置することができました。また、従来助産師が保健指導に使用していた相

談室に加えて医師が病状説明や心療内科診察にも利用できる相談室を一室増設しました。内科感

染症は、抵抗力の弱い新生児のいる新生児診察室から感染症室は離れた位置への設置が実現しま

した。同時に、トイレの改修工事も行われ、明るく清潔感のある百貨店のような素敵なトイレに

仕上がりました。 

 壁や床そしてドアの色、備品などを決めるにあたり、休日にIKEAに出かけイメージを膨らま

せ仕事とはいえ楽しい時間をすごしました。診察室は病院という威圧感が無く、暖かく落ち着け

る雰囲気を大切にして色調を考え、主に助産師が運営する育児母乳支援室は、照明の色も暖色に

変え家庭に近い暖かい雰囲気が出るようにしました。内科感染症室の表示も内科診察室３と表示

するなど、感染という言葉の暗いイメージが使用する患者さんに不快を与えないよう気持ちを配

慮して内科診察室３ときめました。お母さんの受診についてきた子どもが退屈しないように、助

産外来や育児母乳支援室にはおもちゃを置き、緊張する採血室にはモビールをかざっています。

待合室ではパーテーションに張り絵で遊べるよう保育士さんたちに作成していただき大好評で

す。現在も保育士さんやソーイングボランティアの方の協力を得てバージョンアップに取り組ん

でいるところです。待ち時間対策に、待合室にはテレビを設置し、こどもの為の作品や産前教育

の放映も計画しています。外来運営しながらの工事で再三場所を移動しなければならなかったの

で、仮設診察室の物品の移動や患者さんのご案内は大変でした。小児病棟への夜間の騒音を避け

るため日中の工事になり外来患者さんにはご迷惑を

おかけいたしましたが、患者さんが協力してくださ

り、感謝の毎日でした。騒音のひどかったICU・２E

の皆様、赤ちゃんの１ヵ月健診にご協力くださった

小児外来や病棟からの応援のスタッフ、安くてよい

品選びに協力くださったSPDの浅田さん、中央監視

の東山さんをはじめとする皆さん、情報企画部の上

田さんをはじめとする各部署のスタッフ、保育士、

ボランティア、工事関係者の皆様には感謝感謝で

す。《百聞は一見に如かず》。是非、ご利用、お立

ち寄りください。    （母性外来 福井 伊左子） 



仕事紹介
しごとしょうかい

「治験
ち け ん

コーディネーター」 

 みなさんは熱
ねつ

が出たりおなかが痛
いた

くなった時
とき

に、お 薬
くすり

をのんで良
よ

くなったことがあるよね。い

ま世界
せ か い

中
じゅう

ではいろんな病気
びょうき

を治
なお

すために、 新
あたら

し

いお 薬
くすり

の研究
けんきゅう

がされているんだ。 新
あたら

しいお 薬
くすり

を作
つく

るには、10年
ねん

以上
いじょう

のながーい時間
じ か ん

をかけて、

本当
ほんとう

に効
き

きめはあるのか、良
よ

くない事
こと

はおこらな

いのかを確認
かくにん

する研 究
けんきゅう

をするんだ。治験
ち け ん

コーディ

ネーターは、お 薬
くすり

の研 究
けんきゅう

を病 院
びょういん

でするときに関
かか

わる仕事
し ご と

なんだよ。お薬
くすり

の研 究
けんきゅう

には①から④の 

 

ステップがあるよ。 

 

①まず、 薬
くすり

の会社
かいしゃ

の研究室
けんきゅうしつ

で「くすりのもと」

を探
さが

すんだ。 

 

②それから、「くすりのもと」を動物
どうぶつ

に使
つか

ってみ 

て、どんな病気
びょうき

に効
き

きそうかを確認
かくにん

すると「くす

りの候補
こ う ほ

」ができるよ。 

 

③次
つぎ

に、病院
びょういん

で「くすりの候補
こ う ほ

」を患者
かんじゃ

さんに

使
つか

ってもらって、効
き

きめや良
よ

くない事
こと

（副作用
ふくさよう

っ

ていうんだ）がおこらないかを調
しら

べるよ。これを

「治験
ち け ん

」ていうんだ。「くすりの候補
こ う ほ

」は誰
だれ

にで

も使
つか

えるわけじゃないんだ。病 院
びょういん

の先生
せんせい

が、効
き

き

めがありそうな患者
かんじゃ

さんに、「くすりの候補
こ う ほ

」の

研究
けんきゅう

についてお 話
はなし

して、患者
かんじゃ

さんが使
つか

ってみて

もいいよと決
き

めてから「治験
ち け ん

」が始
はじ

まるんだよ。

この時
とき

から、治験
ち け ん

コーディネーターは患者
かんじゃ

さんに

関わって
かか

いくんだ。「くすりの候補
こ う ほ

」はまだ 薬
くすり

と

して認められて
みと

いないから、副作用
ふくさよう

がおこらない

か患者
かんじゃ

さんも不安
ふ あ ん

だよね。治験
ち け ん

コーディネーター

は、患者
かんじゃ

さんの体
からだ

の変化
へ ん か

や不安
ふ あ ん

なことを聞
き

き出
だ

す

相談窓口
そうだんまどぐち

になるんだ。患者
かんじゃ

さんには決
き

まった日
ひ

に

病院
びょういん

に来
き

てもらって、先生
せんせい

の診察
しんさつ

や検査
け ん さ

を受
う

けて

もらうんだ。その時
とき

に「くすりの候補
こ う ほ

」をちゃん

と使
つか

えているか、何
なに

か変
か

わったことや不安
ふ あ ん

な事
こと

は

なかったかを、治験
ち け ん

コーディネーターが聞
き

き出
だ

し

て、「治験
ち け ん

」を続
つづ

けていっても大丈夫
だいじょうぶ

か先生
せんせい

と

患者
かんじゃ

さんと相談
そうだん

できるようにするんだ。他
ほか

に、

病院
びょういん

の中
なか

のいろんな人
ひと

たち（看護師
か ん ご し

さん、薬局
やっきょく

の人
ひと

、検査
け ん さ

の人
ひと

、事務
じ む

の人
ひと

など）に「治験
ち け ん

」の

説明
せつめい

をして、みんなに 協 力
きょうりょく

してもらうように呼
よ

び掛
か

ける役割
やくわり

や、薬
くすり

の会社
かいしゃ

の人
ひと

と話
はな

し合
あ

いをした

り、先生
せんせい

が作
つく

る報告書
ほうこくしょ

をお手伝
て つ だ

いする役割
やくわり

もある

んだ。治験
ち け ん

コーディネーターは、治験
ち け ん

に関
かか

わって

もらう人
ひと

をまとめる（調整
ちょうさ

する）人
ひと

なんだよ。 

何
なん

となくわかってもらえたかな？ 

 

④最後
さ い ご

に、②～③で調
しら

べた「くすりの候補
こ う ほ

」の効
き

き め や 副作用
ふくさよう

の 結果
け っ か

を ま と め た 報告書
ほうこくしょ

を

厚生労働省
こうせいろうどうしょう

というところに出
だ

して審査
し ん さ

してもらう

んだ。合格
ごうかく

をもらえれば「 新
あたら

しい 薬
くすり

」として売
う

り出
だ

され、その病気
びょうき

の患者
かんじゃ

さんみんなに使
つか

っても

らえるようになるんだよ。「くすりの候補
こ う ほ

」を使
つか

う「治験
ち け ん

」に参加
さ ん か

してくれた患者
かんじゃ

さんに感謝
かんしゃ

だ

ね！ 

 

 

 みんなの病気
びょうき

を治
なお

してくれる 

「新
あたら

しい薬
くすり

」が早
はや

くできれば 

 いいね。 

 

 

 

    （治験コーディネーター 山﨑美智子） 
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がんばり屋さん 

 私は、二分脊椎という先天性の

脊髄の病気を持って生まれまし

た。小さいころから入退院を繰り

返し、手術は何度も経験しまし

た。ひとり病室にいることは不安

で寂しかったけど入院のたび新し

い友達ができるので楽しみでもあ

りました。小学校に入ると足の変

形が進み、手術をして治っても、

また変形という繰り返しで歩行が

困難になり、車いすでの生活に

なっていきました。同級生が休み

時間、校庭で元気に走り回って遊

んでいる時は、教室でひとり残っ

て本を読んだりしており、もとか

ら身体を動かすことが好きだった

私には、思うように動けないこと

が一番辛かったです。 

 ある日、母から「車いすハンド

ボールをやってみないか」と誘い

があり、ファインプラザに見に行

きました。最初は、ぎこちなかっ

たけど、みんなとボールを追っか

け夢中で体を動かし汗を流した後

の体も気分もスカッとし、とても

楽しかったです。そして自分でも

できるスポーツが見つかったこと

が、何より嬉しかったです。 

 その後、陸上競技へ移りまし

た。車いすハンドボールは体育館

で行いますが、陸上は外で、思

いっきり風を切って走れます。こ

れは、初めての経験でした。 

 中学校に入学し、陸上部に入り

ました。1年の秋、円盤投げに出

会いました。ファインプラザ大阪

で投擲を指導されている先生から

「投げてみるか。」という誘いが

ありました。初めて触った1キロ

の円盤、円盤投げという種目さえ

知らず、たった数メートルしか飛

びませんでした。しかし次第に円

盤投げに惹かれていきました。車 

いすの走りだけでは物足りないと

思うようになっていきました。 

 陸上部の顧問の先生、コーチに

も円盤投げをしたいと伝えまし

た。目標は、日本記録を出すこと

でした。そのためにはひたすら、

練習をしました。また陸上や円盤

投げ関連の本もたくさん読みまし

た。 

 初めての大会では、緊張の連続

でした。結果は、目標の日本記録

を出すことができ、達成感でいっ

ぱいでした。次は世界一を目指そ

うと夢はいっぱい膨らんでいきま

した。高校でも陸上部に入り、中

学とは違い、本格的な練習や厳し

い指導、友達や周りの人たちの応

援がとても励みになりました。車

いすに乗り、障がいを持っていて

も、陸上を通じて認めてもらえる

ことが一番嬉しかったです。興味

本位で始めた円盤投げですが、お

かげで、大きな目標と自分に自信

を持つことができました。 

 18歳のいま、両手の指を足し

ても足らない手術の回数、みんな

と学校に行けないつらさ、いろん

なことも多くありました。しか

し、主治医の先生は、どんな時で

も 陸上を続けられるように治療

や手術の計画を立てて下さり、看

護師さんには入院生活でも明るく

いつも応援していただきました。

歩けない私のために送り迎えをし

てくれたお父さんや、どんなに仕

事が忙しくても病院に顔をだして

くれるお母さん、本当に感謝して

います。 

 春には大学生になります。陸上

競技を続けていくために、体育大

学に進学し将来は先生になりま

す。困難な環境だからといってあ

きらめるのではなく、自分の夢を

前に進むことで自分の道ができて

ゆくのだと思います。 

  Ｔ．Ｓさん 

募集中 
 がんばり屋さんの

コーナーでは、登場し

てくださる方を募集し

ています。母子医療セ

ンターで治療を受け、

現在各方面で頑張って

いる方をご紹介くださ

い。自薦・他薦は問い

ません。 

 詳しいことは、母子

医療センター企画調査

室までお問い合わせく

ださい。 

 

TEL：0725-56-1220 

（内線3241） 

E-mail：kikakusi 

@mch.pref.osaka.jp 
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いま研究所では －その１－ 

母子医療センターは「赤ちゃんにやさしい病院」を 

目指しています（３）          母乳育児成功のための

10カ条 

１．母乳育児の方針を

全ての医療に関わって

いる人に、常に知らせ

ること 

２．全ての医療従事者

に母乳育児をするため

に必要な知識と技術を

教えること 

３．全ての妊婦に母乳

育児の良い点とその方

法をよく知らせること 

４．母親が分娩後、60

分以内に母乳を飲ませ

られるように援助する

こと 

５．母親に授乳の指導

を十分にし、もし、赤

ちゃんから離れること

があっても母乳の分泌

を維持する方法を教え

ること 

６．医学的な必要がな

いのに母乳以外のも

の、水分、糖分、人工

乳を与えないこと 

７．母子同室にする。

赤ちゃんと母親が一日

中24時間、一緒にいら

れるようにすること 

８．赤ちゃんが欲しが

るときに、欲しがるま

まの授乳を進めること 

９．母乳を飲んでいる

赤ちゃんにゴムの乳首

やおしゃぶりを与えな

いこと 

１０．母乳育児のため

の支援グループ作りを

援助し、退院する母親

に、このようなグルー

プを紹介すること 

 前回の｢赤ちゃんにやさしい病院｣を目指した母乳育児支援の活動について、引き

続きご紹介します。 

 今回は｢母乳育児成功のための10カ条｣の中の第4条｢分娩後60分以内に母乳を飲ま

せられるよう援助する｣についてです。ここでの支援はおもに分娩直後に行っていま

す。赤ちゃんが産まれて、できるだけ早く親子のスキンシップをはかり、初めての

授乳を援助します。 

 親子のスキンシップは、近ごろ知られるようになってきたカンガルーケア（産ま

れてすぐの赤ちゃんを直接お母さんの胸に抱っこする）です。このカンガルーケア

は、親子のきずなを深め、母乳育児に効果があると言われています。それぞれのご

家族にとって貴重で感動的な時間が、ごく自然に日々おこなわれ、私たちスタッフ

も温かい雰囲気をもらっています。そして、お産後初めての授乳の際には、母乳育

児への一歩がうまくスタートできるよう、寄り添い支援に励んでいます。 

 しかし一方で、ニュースや新聞でカンガルーケア中の事故の報道が散見されま

す。そのような事故を招かないよう、事前にカンガルーケアについて説明し意向を

確認しています。また、実施中も安全を第一に、訓練されたスタッフの目とモニ

ターも用い、ご家族とともに見守っています。 

 さらに、当センターでは病気を持った赤ちゃんや早産で生まれた赤ちゃんも多く

いらっしゃいます。お産後、赤ちゃんの治療のため離ればなれで入院生活をおくる

お母さんと赤ちゃんにも、医師や助産師、看護師が協力しながらカンガルーケアを

行っています。 

                     （早期授乳小委員会 近藤 三枝） 

 おとなの病気と違って、子どもには原因のわからない病気や通常の検査や診察で

診断のつかない病気がたくさんあります。また、原因がわかっていても、病気の成

り立ちがわからないものもたくさんあります。診断がつかなければ正しい治療はで

きません。原因がわかっていても治療法がない病気では、その成り立ちがわかれ

ば、治療法がわかる場合があります。研究所ではさまざまな病気について、その原

因をつきとめたり、診断法を探すなど、病気を詳しく知るための研究を行っていま

す。未知への挑戦ですからとても難しい仕事ですが、母子センターのように子ども

の医療を専門にする病院が最新・最良の医療を行うには必要な業務です。病院の横

にある研究所で今どのような研究が行われているかについて、これから毎回尐しず

つ紹介していきたいと思います。 

 タンパク質はアミノ酸がつながってできていますが、そのところどころには糖が

ブドウの房のようについていて大切な働きをしています。これを糖鎖といいます。

糖鎖を正しく作ることのできない病気は知られていませんでした。それは症状がと

てもいろいろで診断するのが大変に難しいからでした。研究所では質量分析という

新しい方法を使って糖鎖の変化を調べることでこの病気の原因をつきとめました。

そして、多くの患者さんを診断できる方法も開発し、これまで６年間に大阪府をは

じめ全国の病院を受診した原因不明の病気の子どもたち600人について主治医から依

頼された血液を検査して５人を診断しました。これでも原因不明の病気の患者さん

のうちのわずかに過ぎませんが、研究職員や病気の解明をめざす若い研究者やその

卵たちは、ひとつひとつ問題を解決しながら、母子センターをはじめ日本や世界

で、子ども病院を受診するすべての患者さんについて、病気の原因が一日も早くわ

かって治療できるようがんばっています。  

（ 研究所 和田 芳直 ） 
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 母子医療センターのトイレの改修につきましては、患者・

ご家族の利便性向上の観点から改修を行っております。 

 予算の都合もあり、全てのトイ

レを一度に改修することはできま

せんが、順次改修を行ってまいり

ますのでよろしくお願いいたしま

す。 
      （施設保全グループ） 

 

 

大阪府立母子保健総合医療センター 

基本理念 
 

   １．周産期・小児医療の基幹施設として高度で専門的な医療を提供します。 

   ２．患者さん中心の、相互信頼の立場に立った、質の高い医療を行います。 

   ３．地域の保健医療機関と連携して、母子保健医療を推進します。 

   ４．母子に関する疾病の原因解明や、先進医療の開発研究を進めます。 

トイレの改修について 

心アンギオ装置が更新されました 

 心アンギオ装置は心臓の形態や動き、血液の流れ方等を動

画として観察できる、主に心臓専用の装置です。新生児や乳

幼児などの体格の小さい患児では頭や四肢などのいろんな部

位の血管の検査も行うことができます。 

 この新しい装置は、あらゆる面で性能・機能が向上してい

ます。例えば今までの約半分の被ばく線量で、より鮮明な画

像をみることができるようになったりと、子供に対してより

尐ない侵襲で検査ができるようになりました。                    

                     （放射線科） 
    

 

センターからのお知らせ 

大阪センチュリー交響楽団 

コンサートのお知らせ 
 

と き 平成22年5月18日（火） 

    午後3時から 

ところ １階アトリウム 

 

毎年恒例の大阪センチュリー交響

楽団コンサートが開催されます。 

美しい音色をお楽しみください。 


